
9月1日(木）第964回 １００名ＭＳ 
     埼玉県倫理法人会 後継者倫理塾長 

講師：森 勇一 氏 
テーマ：「事をなすの根本の力は信念である」 

 

当
社
の
エ
レ
ベ
ー
タ
が
故
障
。
搬
出
入
の
要 

な
の
で
、
す
ぐ
修
理
を
依
頼
し
た
が
盆
前
で 

動
い
て
く
れ
る
業
者
が
な
か
っ
た
。
ふ
と
脳 

裏
に
浮
か
ん
だ
の
が
、
業
種
は
違
う
が
倫
理

法
人
会
の
中
村
相
談
役
。
妙
な
相
談
に
早
速

動
い
て
く
れ
た
。
油
圧
が
原
因
と
み
る
と
社

員
を
引
き
連
れ
て
調
査
し
油
圧
ホ
ー
ス
破
損 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

を
発
見
し
調
達
に
。
夜
中
に
戻
る
と
社
員
と 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

油
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
交
換
し
て
く
れ
た
。 

そ
の
ホ
ー
ス
は
自
社
の
重
機
か
ら
外
し
て
く 

れ
た
も
の
だ
っ
た
。
自
分
を
お
い
て
他
人
様 

の
た
め
に
動
く
姿
勢
に
頭
が
下
が
り
ま
し
た
。 

 

床
屋
に
行
っ
た
時
、
「
東
京
マ
ラ
ソ
ン
に 

申
し
込
ん
だ
ら
当
選
通
知
が
来
た
が
出
場
す 

る
つ
も
り
は
な
い
」
と
話
し
た
ら
鋏
を
置
い 

た
亭
主
に
一
喝
さ
れ
た
。
そ
れ
で
何
と
か
必

死
に
練
習
し
、
無
事
完
走
で
き
た
。
後
継
者 

倫
理
塾
で
も
走
り
続
け
る
事
で
し
か
何
か
を 

達
成
す
る
事
は
出
来
な
い
と
指
導
し
て
い
る
。

本
気
と
は
「
即
行
即
止
」
成
功
す
る
秘
訣
は

こ
れ
だ
け
だ
。 
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一 
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「モーニングセミナー」でどんなことをやるの？ 
 

 ・一流講師と経営者の体験談を聞き、経営者が自らの  

生き方や会社のあり方を学べます。 
 

 ・朝方の生活を体得するとともに、会員同士の交流・情報 

交換の場として、多くの職種の方との出合いがあります。 

 

 モーニングセミナー（無料） 
 朝食会（500円） 
 毎週木曜日   
セミナー  ＡＭ6：00～7：00 

 朝食会   AM7：00～8：00 
 

 東武スカイツリーライン「草加駅」徒歩８分  

                    

                  

毎月当会会員さんのお店を利用し
て開催される会員親睦会は会員 

の皆様と美味しい食事を楽しみな
がらより一層の親交を深める場と
して毎回多くの方にご参加いただ
いております。今回の草加駅西口 

ポッキリさんでは、店主の故郷、 

         千葉県直送の新鮮 

         な魚をお手頃価格 

         で頂けて皆さん 

         大満足でした。                   

草加市倫理法人会は「彩の国ロード 

サポート団体」に認定されています。 

年4回早朝の地元草加市をきれいに 

掃除します。9月は長雨続きでしたが 

この日は雨も上がって清々しく清掃 

活動できました。皆様ご苦労様でした。                   

9月8日(木）第965回  
     埼玉県倫理法人会 副幹事長 

講師：林 紀子 氏 
テーマ：「正しさよりも明るさ」 

9月15日(木）第966回  
     さいたま市南区倫理法人会 相談役 

講師：大倉 浩 氏 
テーマ：「子女名優～家庭に愛を～」 

9月29日(木）第96７回  
    (一社）倫理研究所 法人アドバイザー 

講師：齊藤 隆己 氏 
テーマ：「さかだちの人生」 

 

「
書
道
の
先
生
に
な
ろ
う
！
」
と
20
代
の 

頃
に
一
念
発
起
し
て
福
岡
県
の
書
道
会
、
埼

玉
県
の
書
道
会
で
そ
れ
ぞ
れ
師
範
を
取
得
。

結
婚
、
子
育
て
の
傍
ら
書
活
動
に
邁
進
す
る

中
で
一
時
は
生
徒
数
百
三
十
名
を
数
え
る
書

道
教
室
を
経
営
。
そ
の
後
四
十
代
半
ば
で
一

番
苦
手
だ
っ
た
営
業
の
世
界
に
転
身
。
冠
婚

葬
祭
業
の
営
業
で
、
そ
れ
で
も
三
年
連
続
で 

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
記
録
し
、
好
待
遇
で
正 

社
員
と
な
り
、
後
輩
の
育
成
も
任
さ
れ
る
立 

場
に
。
そ
ん
な
中
、
倫
理
と
出
会
い
、
多
く 

の
経
営
者
と
親
交
を
深
め
る
中
で
「
こ
の 

（
倫
理
の
）
勉
強
は
奥
が
深
い
。
」
と
気
付 

き
、
副
地
区
長
、
普
及
拡
大
副
委
員
長
、 

朝
礼
副
委
員
長
、
副
幹
事
長
と
様
々
な
お
役 

を
頂
き
活
動
す
る
中
で
、
「
周
り
の
人
た
ち 

が
笑
顔
（
幸
せ
）
か
ど
う
か
」
が
よ
う
や
く 

見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。 

自
然
に
元
気
と
笑
顔
を
頂
け
た
素
晴
ら
し
い 

講
話
で
し
た
。 
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博
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お
祭
り
大
好
き
で
、
「
歌
っ
て
踊
れ
る
弁 

護
士
」
の
異
名
を
持
つ
大
倉
氏
。
六
十
歳
の 

還
暦
を
迎
え
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
パ
ー
テ
ィ
ー
で 

多
く
の
友
人
か
ら
祝
福
を
う
け
た
と
の
こ
と
。 

弁
護
士
に
な
る
前
の
裁
判
所
書
記
官
時
代
に 

少
年
裁
判
を
数
多
く
傍
聴
す
る
中
で
、
親
の 

生
活
態
度
が
そ
の
ま
ま
、
子
ど
も
の
行
動
パ 

タ
ー
ン
と
一
致
す
る
事
に
驚
い
た
そ
う
で
す
。 

倫
理
で
い
う
「
子
は
親
の
心
を
実
演
す
る
名

優
」
で
あ
る
。
ご
自
身
が
担
当
し
た
事
件
で 

あ
る
少
女
が
そ
の
両
親
の
堕
落
し
た
生
活
が 

影
響
し
て
、
学
業
成
績
の
低
下
、
退
学
、
暴 

走
族
、
傷
害
事
件
へ
と
行
っ
て
し
ま
っ
た
ケ 

ー
ス
を
紹
介
。
何
年
か
経
っ
て
そ
の
少
女
が 

立
ち
直
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
た
手
作 

り
の
品
物
は
、
少
年
犯
罪
を
数
多
く
手
が
け

る
大
倉
氏
に
と
っ
て
何
物
に
も
代
え
が
た
い 

宝
物
だ
そ
う
で
す
。
「
倫
理
法
人
会
は
心
を 

磨
き
、
気
持
ち
を
変
え
る
場
で
す
。
人
を
育

て
る
事
が
本
当
の
仕
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
」
鋭
い
洞
察
の
中
に
温
か
み
の
あ
る
素 

晴
ら
し
い
講
話
で
し
た
。
木
村 

博
行 
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宮
澤 

洋
一 
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創
始
者
丸
山
敏
雄
は
昭
和
二
十
二
年
九
月
に 

生
活
改
善
運
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
「
間

違
っ
た
生
活
を
改
め
る
と
必
ず
良
い
結
果
、

思
い
も
よ
ら
ず
幸
福
な
環
境
と
な
る
」
日
常

生
活
は
倫
理
と
正
反
対
で
逆
立
ち
の
生
活
で

あ
る
。
例
え
ば
病
気
の
多
い
生
活
、
争
い
の

多
い
生
活
、
貧
苦
の
多
い
生
活
等
、
生
活
の

誤
り
に
気
が
つ
か
な
い
人
が
多
い
。
こ
れ
ら

の
生
活
を
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
。
万
人
幸

福
の
栞
の
一
条
～
十
六
条
は
そ
う
し
た
逆
立

ち
の
生
活
を
改
め
る
た
め
に
ま
と
め
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
私
自
身
、
二
十
六
歳
か
ら
倫

理
を
学
び
五
十
余
年
経
過
し
た
が
逆
立
ち
し

て
い
る
事
に
気
づ
い
た
の
は
最
近
で
あ
る
。

昨
年
、
息
子
の
自
転
車
を
運
転
。
家
の
前
で

転
倒
し
頭
を
切
り
大
出
血
、
自
ら
救
急
車
を

呼
び
麻
酔
な
し
の
手
術
に
耐
え
た
。
一
連
の

出
来
事
の
中
で
、
苦
難
福
門
、
運
命
自
招
等

が
頭
を
よ
ぎ
り
落
ち
着
い
て
行
動
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
先
ず
は
、
生
活
の
誤
り
を
自
覚

し
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
改
め
て
教

え
ら
れ
た
。 

 
 
 

高
橋 

茂
行 
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